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右腕派遣へのニーズの高まりを受け 
支援先プロジェクトを拡大 
 

「震災復興リーダー支援プロジェクト」では、7月 6日に開催

したキックオフフォーラム＆マッチングフェアに続く第 2 回目

のマッチングフェアを 10 月 1日に開催しました。 

これに合わせて、右腕人材の派遣を希望し、「震災復興リーダー

支援プロジェクト」事務局との間で調整を行ってきた 12 の団体

やプロジェクトについて、右腕参画希望者からのエントリー受付

を開始しました。 

新たなプロジェクトが加わったことで、支援先は 32 となり、

「3 年間で 50 プロジェクトに 200 人」という右腕派遣事業の新

たな目標に向けて大きく前進しました。加えて、マッチングフェ

ア参加者からの右腕へのエントリーも順調に推移しています。 

引き続き地域からの右腕人材へのニーズを丁寧に掘り起こし

ていくとともに、次月以降は、支援先数や活動中の右腕人材の数

が一定の規模に達したことを受け、右腕人材への研修プログラム

の実施や、各プロジェクトへの事業に対するハンズオン支援の充

実に取り組んでいく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新たに募集を開始したプロジェクト 

 

一般社団法人パーソナルサポートセンター 

受入団体 一般社団法人パーソナルサポートセンター 

活動地域 宮城県仙台市 

事業概要 仙台市と協働し、仮設住宅のコミュニティづくりや

入居者のサポートを実施。加えて、コミュニティ

ワーク創出事業として、仕事を通じた生きがいづく

りにも取り組み、生活・就労両面の支援を行う 

 

東日本大震災リハビリネットワーク ～face to face～ 

受入団体 東日本大震災リハビリネットワーク ～face to face～ 

活動地域 岩手県陸前高田市、宮城県石巻市（雄勝地区） 

事業概要 高齢化率も高く、地域の医療介護体制がダメージを

受けた地域において、理学療法士、作業療法士など

の医療専門職や介護専門職の有志による支援活動

のコーディネートを実施 

 

ドラムカフェジャパン 

受入団体 ドラムカフェジャパン 

活動地域 宮城県 

事業概要 避難所や学校でのドラミングのプログラム実施を

通じて、子どもたちの元気を取り戻す活動を展開。

専門医師と連携したメンタルケアや、高齢者向けの

プログラムの実施も予定している。 

 

みやぎ連携復興センター 

受入団体 みやぎ連携復興センター 

活動地域 宮城県 

事業概要 復興に向けた宮城県内の各セクターの連携組織と

して、地域別・テーマ別の連携会議のコーディネー

トなどの「つなぐ」活動と、新たな担い手を「育

てる」活動に取り組む 

 

せんだい・みやぎＮＰＯセンター事務局助っ人 

受入団体 NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センター 

活動地域 宮城県 

事業概要 日本を代表する民設民営の市民活動支援組織であ

るせんだい・みやぎ NPO センターによる、地域の

NPO 等と外部リソースとのコーディネート事業。復

興に向けた活動を持続させる基盤づくりを目指す

 

ＭＡＫＯＴＯプロジェクト 

受入団体 一般社団法人 MAKOTO 

活動地域 東北地方全域 

事業概要 被災地の「志」ある企業・起業家への支援と、コ

ミュニティの形成のための活動を展開。新たな金

融支援スキームとして非営利型ベンチャーファン

ド「MAKOTO ファンド」の立ち上げを予定している。

 

震災からの復興活動に取り組むリーダーを、短期・中期・長期の 3 つのフェーズで支援します 
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②短・中・長期：被災地の復興に向けた事業・プロジェクトに 
取り組むリーダーの支援 

（リーダーを支える「右腕」となる若手人材を派遣） 

③中・長期：新たな震災復興リーダーの育成・輩出 

（産業再生・地域再生を担う新たな起業家の支援） 

①緊急・短期：被災者支援 

（震災弱者支援のためのコーディネート機能の確立） 



 
主催・事務局：NPO 法人 ETIC. 

復興応援団 

受入団体 一般社団法人復興応援団 

活動地域 宮城県沿岸部 

事業概要 復興支援のボランティアツアーの実施を中心に、

一過性のボランティアではない「ファン」の形成

と地域内外のネットワークづくりに取り組み、地

域の復興まちづくりをエンパワーしていく 

 

ローカル鉄道による地域再生のモデルづくり 

受入団体 ひたちなか海浜鉄道株式会社 

活動地域 茨城県ひたちなか市 

事業概要 地域ぐるみでの経営再建のさなかに震災で大きな

被害を受けた湊線。一企業としての経営改善を超

え、「鉄道」を通じた地域コミュニティの活性化、

まちおこしのモデルづくりを目指す 

 

気仙沼・情報発信力アッププロジェクト 

受入団体 株式会社斉吉商店 

活動地域 宮城県気仙沼市 

事業概要 E コマース戦略等を通じ、気仙沼の各生産業と消費

者とのダイレクトな関係を築くことで、産業の復

興と持続的な成長を図るとともに、地域全体で情

報発信スキルを持った人材育成に取り組む 

 

なつかしい未来商店街プロジェクト 

受入団体 なつかしい未来創造株式会社 

活動地域 岩手県陸前高田市 

事業概要 陸前高田市の経営者たちによる商店街の復興プロ

ジェクト。ハードとしての店舗の復旧だけではな

く、地域コミュニティの核となるような、なつか

しくも先駆的な商店街をプロデュースしていく 

 

大船渡仮設住宅支援員配置支援プロジェクト 

受入団体 きたかみ復興支援協働体 

活動地域 岩手県大船渡市、北上市 

事業概要 地域内の仮設住宅に支援員を配置し、住民の健康

で前向きな生活の実現のサポートを担うことで、

地域の「繋がりと生業の再生」を目指す。NPO・民

間企業・自治体の協働による事業 

 

 

 

右腕インタビュー 
―現地での活動と、これからへの思いー 

 

今回は、気仙沼市の大島地区において、被災者のニーズをアセ

スメントする「つなプロ」の地域展開に従事した梶原大試氏（つ

なプロ・気仙沼大島）、南三陸町において、地域の再生と雇用の

創出に取り組む村井香月氏（南三陸復興アトリエプロジェクト）

のお二人のインタビューをご紹介します。 

本欄では、毎回 2名ほどの右腕にインタビューし、参画のきっ

かけから、現地での具体的な活動、右腕の経験を経てのこれから

の自身のビジョンや地域や社会への思いまで、一人ひとりの右腕

のありのままの声をお伝えしていきます。 

 

 

梶原氏は、ETIC.を含む宮城・関西・東京の複数団体が連携し

て始まった「被災者を NPO とつないで支える合同プロジェクト

（つなプロ）」の活動にボランティアとして参加しました。 

その後、つなプロの活動が緊急支援フェーズから移行し、地元

の団体と連携して被災者を継続的に支える仕組みづくりを展開

する段階で、右腕として改めて参画。6 月から 8 月の 3 か月間、

気仙沼市の大島地域で活動しました。 

 

―右腕として参画されたきっかけを教えてください。 

4 月に ETIC.のインターンシップセミナーに参加した際、つ

なプロの存在を知りました。被災地での支援活動に興味があっ

たため、ボランティアに参加しようと思いました。 

そして、気仙沼で避難所でのアセスメント活動に従事しまし

たが、1週間という短期間でできることはどうしても限りがあ

ると感じました。そこで、被災地の復旧・復興のために一定の

期間取り組みたいと思い、右腕としての参画を決めました。 

右腕派遣先のプロジェクトは他にもありましたが、やはり、

一度ボランティアとして関わった地域で、会ったことのある人

たちと長期的に活動していきたいと思ったこと、それに、つな

プロの「ケアが及ばないマイノリティの方々を支える」という

ミッションへの強い共感があったため、気仙沼大島でのつなプ

ロの地域展開の活動を選びました。 

 

―右腕としての活動の内容はどのようなものでしたか？ 

入った当初、大島にはボランティアセンターがありませんで

した。複数のボランティア団体が現地入りしていたものの、ボ

ランティア団体どうしの連携がなかったため、それぞれの活動

が非効率なものとなっていました。 

そこで、右腕として参画した最初の 2か月間は、現地の災害

対策本部、地元の方々と協力し、ボランティアのコーディネー

トをする事務局の立ち上げと運営を行いました。 

 3 か月目は、大島で全島アセスメントを実施することとなり、

オペレーションリーダーを担当することになりました。地域の

方々のニーズを調査し解決していくため、各々のスタッフに地

域を振り分けて一軒一軒訪問を開始しました。アセスメントで

吸い上げられたリアルな情報を整理し、その情報を看護師や介

護士などの専門職のボランティアメンバーにつなぎ、訪問して

もらいました。ニーズによっては、大島内の施設や、気仙沼の

病院との連絡・調整も行いました。 

また、大島から気仙沼本土までフェリーで移動される方を対

象に、自分の車を使って病院への移送サービスをしている方が

おり、その方と連携して、ケアが必要な方を対象としてボラン

ティアの移送サービスも展開しました。 

 

―3か月の活動を通してして感じたことを教えてください。 

全体を通して学んだことは、支援する側と立場を分けて考え

るのではなく、地元の人たちが立ち上がることを一緒に支えて

いくことが大事だということです。 

支援活動は、自分たちがやりたいことをやるわけではありま
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作ら

とし

人な

 

―現在

幅

新商

た情

そ

地域

部さ

販路

 

―参画

ように

な

ま

がら

いう

るこ

し、

も

ては

外

中し

興」

ら若

ジョ

では

周

にア

ある

 

 

 

今月

ほか、

3 

て販売する会社

ある商品を売る

さらに、できる

新しいことにも

思う中で、この

三陸のプロジェ

南三陸はタコが

オクトパス君」

ていました。 

現在は、その「

品を作り販売し

で、地域に雇用

オクトパス君を

られたＹｅｓ工

した人たちが働

など震災の直接

在、具体的にど

幅広くやってい

商品の企画・開

情報発信などで

そのほか、イベ

域でこのプロジ

さんのアイデア

路や提携先の開

画から 2 か月が

に関わっていき

なんだかとって

まずは、長期間滞

らも、やはり第

うこと。2つめ

ことなく、10 年

町の将来を考

もちろん私がで

はこれらのこと

外から支援に来

しがちな人も見

を唱えるばか

若者が未来を夢

ョンを持った人

はないかと考え

周りで動かれて

アクションを起

る方と働くこと

トピックス
 （2011.9

期は、7月に続

プロジェクト

社での営業を中

ることに携り、

ことなら営業

もチャレンジし

のプロジェクト

ェクトはどんな

が名産品で、震

という合格祈

「オクトパス君

しています。震

用を作り出すの

を作っているの

工房というとこ

働いていて、家

接的な被災者の

どんな業務を担

います。主とし

開発、メディア

です。 

ベントの際の出

ジェクトの旗振

アに基づいた新

開拓など、領域

が過ぎましたが

きたいですか？

ても難しい質問

滞在の右腕と

三者的な視点

は、右腕とし

年先を見越し

考える 1人でい

できることに限

とを大切にした

来る人の中には

見受けられます

かりでは 10 年

夢見ることの

人が地域にどれ

えています。 

ている地元の皆

起こしている方

とができて本当

ス 
9.12-10.11

続いて大規模

支援のための

中心とした業務

力を発揮した

業を中心に、数

してさらに自分

トに出会いまし

なプロジェクト

震災前から地域

祈願グッズを売

君」を軸に、置

災で仕事を失

のがこの事業の

のは、廃校をリ

ころですが、こ

家をなくした人

の方も多いです

担当されていま

しては、企業や

ア対応、ブログ

出展、委託して

振り役なって

新しいプロジェ

域はどんどん広

が、右腕として

？ 

問ですが、2点

して地域にど

を提供し続け

ての目の前の

たビジョンを

いたいというこ

限りがあります

たいと思うよう

は、目の前の「

す。しかし、た

先は見えてき

のできる町にな

れだけいるかで

皆さんが、危機

方たちなので、

当に幸せだと感

） 

なマッチング

戦略ミーティ

主催・事務

務だったので、

いと考えたの

字の管理や広

分を成長させ

した。 

トなのか 

域おこしの一

売り出し、人気

物やバッジな

った人が多く

の目的です。

ノベーション

こでは女性を

人、家族をなく

す。 

ますか？ 

や団体の方の対

や Twitter を

ている仕事の管

いる公民館長

ェクトの資料作

広がっています

残りの期間を

点ほどあります

っぷり入って

る存在でいた

成果だけにこ

館長・会長と

ことです。 

すが、マインド

うになりました

「見える」成果

ただやみくもに

ません。どう

なるかといっ

で、変わってい

感を持ちつつ

そういった思

感じています。

イベント開催

ング、プレス

務局：NPO 法

背景

です。 

報な

たい

環で

を集

どの

いる

して

中心

した

対応、

通じ

管理、

の阿

作り、

す。 

どの

す。 

いな

いと

だわ

共有

とし

た。 

果に集

に「復

した

たビ

くの

実際

いの

 

催した

向け

の事

■緊

避

9

に続

をは

今

の困

津地

てき

る S

語っ

見交

震

活を

る産

厳し

郷里

まれ

■震

9

けの

こ

受け

と情

当

質疑

忙な

ただ

クト

が出

 

 

 

■
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法人 ETIC. 

事業説明会を開

 

緊急！戦略ミー

避難者と地域住民

月 12 日（月）、

続き第 2回目と

はじめとする 3

今回は、被災県

困難さが伴って

地方において、

きた株式会社明

SNC ぴーなっ

っていただくと

交換を行いまし

震災による直接

を余儀なくされ

産業へのダメー

しい状況を前に

里のために何か

れ、終了後も参

震災復興に関

月 22 日（木

の情報交換会を

これは、マスコ

けて、「震災復

情報交換を目的

当日は、新聞・

疑、交流を合わ

な中にもかかわ

だき、プロジェ

トに関する質問

出来ました。

SVA（ソーシ

ETIC. 震災

～気仙沼・斉

月 26 日（金）

開催しました。

ーティング＆

民を繋ぎながら

、ETIC.セミナ

となる戦略ミー

30 名超の参加

県の中でも、原

ている福島県で

原発近隣自治

明天の貝沼航氏

つの岩崎大樹

とともに、様々

した。 

接的な被害に加

れている原発近

ージなど、長期

にしながらも、

か役立ちたいと

参加者同士の意

関する情報交換

木）、ETIC.セミ

を開催しました

ミ各社からの

興リーダー支

的に企画しても

TV 各社から

わせて 1時間半

わらず、いずれ

ェクト全体はも

問や具体的な取

シャル・ベンチ

災復興リーダー

斉吉商店～ 

）に開催した

 

「右腕」マッチ

ら新しい「仕事」

ナールームにお

ーティングを、

を得て開催し

原発問題を抱え

での取り組みを

治体からの避難

氏と、同じく郡

樹氏をお招きし

々な業種や立場

加え、遠方での

近隣自治体の問

期的な粘り強い

会場内は予定

という強い思

意見交換が途切

換会 

ミナールームに

た。 

の問い合わせが

支援プロジェク

ものです。 

7 名の記者の

半のプログラム

れの方もほぼ全

もとより、支援

取材の申し出

チャー・アラ

ー支援プロジ

―

「ETIC.震災復

チング説明会

を創りだす＠福

9 月 12 日

おいて、8月 6日

多数の福島県

ました。 

えて復旧・復興

を取り上げまし

難者の支援活動

郡山地域で活動

し、福島県内の

場の参加者を交

の長期にわたる

問題、放射能問

い対策が必要と

定を超える参加

いで大変な熱

切れなく続きま

9 月 22 日

において、メデ

が増加してきた

ト」の全体像

の参加を得て、

ムで実施しまし

全体を通してご

援先の個々のプ

などもいただ

ライアンス）

ジェクト戦略

―9月 30 日（金

復興リーダー支

vol.2 

福島 

（月） 

日（土）

県出身者

興に独自

した。会

動を行っ

動してい

の現状を

交えて意

る避難生

問題によ

とされる

加者数と

熱気に包

ました。 

（木） 

ディア向

たことを

像の紹介

説明と

した。多

ご参加い

プロジェ

だくこと

 

略会議 

金）― 

支援プロ



 

ジェク

被災地

か？～

ンの創

チャー

第 2

水産加

発信力

枝専務

体的な

斉吉

り組み

ト「ほ

で取り

当日

援など

ングや

持続的

いて、

今回

する右

かして

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「右

10 月

クオフ

腕人材

今回

二部制

被災地

後の第

産業の

合計 1

とブー

参加

加があ

した。

もご報

また

クト戦略会議～

地のイノベーシ

～」に続き、次世

創出をめざすネ

ー・アライアンス

回目となる今

加工・卸・小売

力強化に取り組

務をお招きし、

な戦略・戦術に

吉商店の被災時

みなどは、コピ

ほぼ日刊イトイ

上げられ、大

は、出版、WE

ど、テーマに相

や消費者と直接

的な取り組みを

熱心な議論が

回の議論は、斉

右腕人材の役割

ていくこととな

右腕」マッチ

月 1月（土）、日

フフォーラム＆

材マッチングイ

回は、参加プロ

制となりました

地の子どもたち

第二部では「産

の再生や地域課

4 のプロジェ

ースに分かれて

加者も、100 名余

あり、あわせて

次号では、こ

報告できると思

た、TV・新聞各

～復興プロジェ

ションに向け

世代起業家の育

ネットワークで

ス）による戦略

今回は、宮城県

業の復興だけ

組もうとしてい

参加の企業家

について議論を

時のエピソード

ーライターの

新聞」で紹介

大きな注目を集

EB サイト運営

応しい企業家

接つながる直販

を可能とするた

が繰り広げられ

斉吉商店の今後

割をはじめとし

なります。 

チングフェア 

日本財団ビルに

＆マッチングフ

イベントを開催

ジェクト数の

た。午前中の第

ちや仮設住宅の

産業再生・コミ

課題に挑む」と

クトが、参加

ての個別説明会

余りの事前申

140 名近くの

のイベントを

思います。 

紙からの取材

ェクトをいかに

けてベンチャー

育成とソーシャ

である SVA（ソ

略ミーティング

県気仙沼市にお

ではなく、気

いる株式会社斉

家とともに、進

を深める場とし

ドからその後の

糸井重里氏が

介されたのをは

集めています。

、ネットセキ

家が集い、地域

販モデル構築に

ための地域の人

れました。 

後の取り組みだ

した ETIC.方針

in Autumn  

―10

において、7月

フェア」に続く

催しました。 

増加もあいま

第一部は「教育

のくらしを支え

ュニティ再生

して、それぞれ

者に向けたプ

会を行いました

し込みに加え、

参加を得て大

経てのマッチ

材もこれまで以

主催・事務

に加速できる

ーは何ができ

ャル・イノベー

ソーシャル・

グを開催しまし

おいて、自社事

仙沼のまち全

斉吉商店の斉

むべき方向性

して企画しまし

の事業再興へ

主宰する WEB

じめ、各メデ

 

ュリティや経

全体のブラン

にあたっての課

人材育成など

だけではなく、

にも反映させ

月 1日（土）

に開催した「

第 2回目とな

って、午前午

育・福祉・看護

える～」として

生・中間支援～

れ 7プロジェク

レゼンテーシ

た。 

、30 名近い当

いに盛況とな

ング数の伸び

上に入り、被

務局：NPO 法

か？ 

るの

ショ

ベン

した。 

業の

全体の

藤和

や具

した。 

の取

サイ

ディア

営支

ディ

課題、

につ

派遣

、生

）― 

キッ

る右

後の

護 ～

て、午

地場

クト、

ョン

日参

りま

びなど

被災地

への

援プ

 

 

 

 本

体・

86,4

援に

 し

取り

目標

おし

新た

援な

取り

 こ

6億

の強

 皆

のお

ご協

信

≫

4

連絡

◆N

震災

東京

ma

We

法人 ETIC. 

の関心の薄れが

プロジェクトへ

震災復興
ご寄付、

本プロジェクト

・企業の皆様よ

477,418 円の

に関する照会を

しかしながら、

り組む人々から

標を「50 件の

したのをはじめ

たなプロジェク

など、震災復興

り組んでいると

これに伴い、総

億円以上の規模

強化を実施して

皆様におかれま

お力添えはじめ

協力など賜りま

信頼資本財団

≫ http://www

4

絡先・お問い合

NPO 法人 ETIC

災復興リーダー

京都渋谷区神南

ail : fukkou@eti

eb : http://www

が懸念される中

への注目は増し

興リーダー
ご支援の

トについては、

より大きな関心

ほか、民間企

をいただいてお

右腕人材の派

らの支援のニー

プロジェクトに

め、各プロジェ

クトのインキュ

興リーダー支援

ところです。 

予算額も3年間

模となる予定で

てまいります。

ましては、「震災

めとして、事業

ますよう、引き

「震災復興リ

w.shinrai.or.

合わせ先 

C.内 

ー支援プロジェク

南 1-5-7 APPLE

ic.or.jp 

w.etic.or.jp/recov

中にあっても、

しているという

ー支援プロジ
お願い 

スタート以来

心を頂戴し、

企業や国内外の

おります。 

派遣をはじめと

ーズは予想以上

に 200 名」と

ェクトへのハン

ュベーション

援プロジェクト

間で3億 3千万

で、改めてファ

 

災復興リーダー

業連携や各プロ

き続きよろしく

リーダー基金」

.jp/fukkou-s

クト 事務局（担

LE OHMI ビル 4

veryleaders/ind

震災復興リー

うことが窺えま

ジェクト 

来、国内外の個

現在のご寄付

の財団から引き

として、現地で

上に高く、右腕

と当初の倍に設

ンズオン支援の

やスタートア

トの全体像の再

万円という想定

ァンドレイジン

ー支援基金」の

ロジェクトへの

お願い申し上

 

hien/etic2/

担当：山内・辰巳

4 階 

dex.html 

ーダー支

ました。 

個人・団

付の総額

き続き支

で復興の

腕派遣の

設定しな

の充実、

アップ支

再構築に

定から、

ング戦略

の PR へ

の個別の

上げます。 

巳） 


